
H.２０ ３年学年通信

No．１３

６月９日（月）

修学旅行のお礼のお手紙から

みんなが楽しんだ修学旅行、お世話になった方にお手紙を書きました。学び、感動し

た３日間。その中から、いくつか紹介します。

ガマを案内してくれた方へ

この前はガマで案内していただいて本当にありがとうございました。私は戦争を体験

したことがなかったので、いろいろな写真を見せてくださってわかりやすかったです。

私のひいおじいちゃんが戦争でなくなっているので、日本がどのような状態だったのか

がすごくわかりました。

ガマの中は本当に暑く、狭く、人の体温だけが本当に手がか

りでした。このような体験をさせていただいたからには、必ず

このような出来事が沖縄にあったことを後世に伝えていかなけ

ればならないなと思いました。沖縄戦での恐ろしさ、悲惨さ、

本当に分かりました。ガマに入ることは、実際にここでなくな

った人がいるという話を事前に聞いていて、正直あまり楽しみということではなかった

けれど、ガマに入る前と入った後とでは、全く戦争という言葉の感じ方が違いました。

入る前は戦争は恐ろしいものだと言うことは分かっていたけれど、入った後は絶対にし

てはいけないもの、という重さが本当に変わりました。

現在、戦争を伝えていける人というのはごくわずかだと思うので、１人でも多くの人

に戦争の恐ろしさを伝えていってください。私も頑張って、戦争というものをいつまで

も心に止めておきたいと思います。本当にありがとうございました。

(３年女子）

☆ 轟 ・クランジョーという２つのガマに分かれて体験しました。教室で学習したこと
とどろき

を目の当たりにして、とても怖かった人もいたと思います。６３年前にはそれが現実の

ことだったことを考えると恐ろしいですね。いつも当たり前のように感じている平和の

大切さを実感したのではないでしょうか。平和を守ることが今を生きる私たちの使命で

す。



バスガイドさんへ

、 。沖縄での３日間 バスの中でいろんなことを教えてくださってありがとうございました

バスで戦争のことを教えてもらい、とても感謝でいっぱいです。戦争の話の間になっち

ゃんさんがきれいな声で沖縄の代表的な歌を歌ってくださって、バスに乗っている間で

も私は戦争の悲しさなどを学べました。それでなくてもいろんな所に行って疲れた私た

ちを笑顔で迎え、バスの間にみんなで歌ってすぐに元気になれたこともありました。

「ユイマール」は特に忘れられない、いい思い出の１つになりました。最初、歌うのは

嫌だったのにユイマールを歌ってとても楽しかったです。

なっちゃんはみんなを笑わせられる才能があると思います。なのでこれからもバスガ

イドとして乗っている皆さんを笑わせてあげてください。沖縄での３日間、本当にあり

がとうございました。 (３年女子）

☆ユイマールはとても思い出に残る歌になったと思います。

♪はいさい でぃーさい ゆいまーる～♪

ちなみにユイマールとは沖縄方言で助け合うこと、みんなで一緒に何かすることを言う

そうです。みんなの助け合いの心、修学旅行が終わっても忘れないでね。

美ら海水族館様へ

私はこの前の修学旅行で沖縄に行ったとき、美ら海水族館に行きました。ジンベイザ

メの餌付けショーの時にていねいに説明してくださったおか

げで、いろいろなことを学ぶことが出来ました。あと、オキ

ちゃんショーはとても楽しむことが出来、修学旅行のよい思

い出になりました。ありがとうございました。

私は将来、イルカのトレーナーになりたいと思っているの

ですが、今回の修学旅行でもっと憧れるようになりました。

いるかたちもとっても可愛かったです。イルカ達が気持ち良さそうに芸をしているのを

見ていると、自然にショーに引き込まれていきました。もちろん、館内の他のコーナー

もすごくよかったです。

、 。タッチプールでヒトデに触ったり サメ博士の部屋ではたくさんの発見がありました

本当に楽しかったです。また沖縄に行く機会があれば、美ら海水族館に行きたいです。

飼育係の皆さん、これからもお仕事頑張ってください。 (３年女子）

☆とてもかわいい魚やショーがあり、とても楽しい時間を過ごしました。沖縄の自然を

満喫できましたね。

※お手紙はまとめて郵送します。もっと書きたい人は今週中に担任まで出してください。


